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1. はじめに 有機 EL 素子発光層の電子及び

正孔移動度はキャリアバランスを決定する上

で重要な物理量である。緑色蛍光材料である

Poly(9,9-dioctylfluorene-alt-benzothiadiazole) (F8 

BT)において、電子移動度は電界効果により測

定できているが、正孔移動度は評価できず[1]、

2011 年に空間電荷制限電流 (SCLC)から正孔

移動度が初めて報告されている[2]。本研究で

は、F 系自己組織化単分子膜 (SAM)を正孔注

入層に用い、インピーダンス分光 (IS)と SCLC

から F8BT の正孔移動度評価を行った。 

2. 実験 正孔移動度評価のため、ホールオン

リーデバイス (HOD)を作製した。洗浄した

ITO 基板上に、F 系 SAM 材料を気相処理によ

り製膜し、発光層には F8BT (American Dye 

Source, Inc.)をスピンコート法により製膜した。

乾燥後、MoO3/Au を蒸着した。素子構造は、

ITO/F-SAM/F8BT (100 nm)/MoO3 (10 nm)/Au 

(50 nm)である。測定はソーラートロン 1260及

び誘電体インターフェイス 1296を用いた。 

3. 結果と考察 F系 SAM材料としてKIMS-52

を用いた HOD の J-V 特性を Fig. 2 に示す。

SCLC の表式、 

 𝐽SCLC ≈
9

8
𝜖𝜇0

𝑉2

𝑑3 exp (0.89𝛽√𝑉 𝑑⁄ )        (1) 

でフィッティングを行ったところ、得られた移

動度は3.3 × 10−6  cm2 Vs⁄ となり、この値は文

献[2]と一致した。次に、IS 法により静電容量

の周波数特性を測定したところ、走行時間に由

来する静電容量の変化を観察した。差分サセプ

タンスの周波数特性を Fig. 3 に示すが、−∆Bに

おけるピークから走行時間は𝑓max ≈ 0.72𝑡−1で

表される [3]。これより得られた移動度は

1.0 × 10−7  cm2 Vs⁄ となり、SCLC 法から求めた

移動度とは異なることが分かった。両者を比較

すると、IS 法では走行時間から移動度を直接

求めているため、SCLC 法に比べ IS 法による

移動度評価は信頼度が高いと考えられる。 
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Fig. 2 Current density and Fitting result in F8BT HOD. 

Fig. 3 Frequency dependence of −∆B in F8BT HOD. 

Fig. 1 Structure of F8BT (a) and F-SAM (b). 
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